
* 編集後記 * 

食 わが国は、ジオメンプレンに関して今まで外国の後塵を拝してきましたが、今後力点を

置くため、 IGS日本支部の中に「ジオメンプレン技術委員会」が発足します。こうした

事情をご理解頂くため、今回はジオメンプレン関連の記事をできるだけ集めてみました。

女 ジオグリッド小特集を組みました。ただしここに寄稿頂いたのは(財)土木研究センタ

ーの審査証明(審査制度は前号で紹介)を受けたものに焦点を当ています。その他にも多

種ありますので、今後もこうした企画を設けて掲載したいと考えています。

食 「ジオテキスタイル技術情報」が、以前の 1G S日本支部のニュースと技術情報を合体

し年間3回 (3、7、11月)発行の定期刊行物となってから、本号で丸2か年を経過しまし

た。各号とも編集内容については、編集委員長以下いろいろと議論が重ねてきました。現

在でも課題をいっぱい抱えています。支部長の口癖である「会員へのサービス向上を!J 

のため号数を増やしてはどうかとか、読みやすく的確な情報量は? 会員が欲する情報に

対するニーズは何か? などなどです。まだ試行錯誤の段階といえましょう。執筆を依頼

された人も、また事務局の森田敏郎氏の労も何かと大変ですが、今後も内容の一層の充実

に努めて行きたく思います。皆様のご協力をお願いします。

女 本誌を真の会員の情報誌とするため、会員の自由投稿は最も歓迎するところです。純然、

たる技術の情報に限らず、日頃思うことなど何でも結構です。記事内容の多寡や種別にご

だわらずに、お気軽に奮ってお寄せ下さい。次号 (1994年 3月号)の原稿締切りは2月末

を予定しています。また本誌編集についても、会員からのご要望や忌樺のないご意見を随

時お寄せ頂ければ幸いです。

本号担当:巻内勝彦、川崎麿貴、西村淳
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